■開発等の構想・計画から行為着手までの概ねの流れ

























届出等（景観法第16条）





景観形成基準にに適合し、景観形成の目標などの実現に向けた配慮が十分な場合





基準に適合しないと認める場合





改善されない場合








宅地開発や建物の建築、屋外広告物の設置をしようと思ったら…





≪市民 ⇒ 行政≫ 届出書の提出


（市民や事業者等の説明責任）


・行為の種類、場所、設計又は施行方法、着手予定日等


・良好な景観形成のために配慮した点





届出内容の確認・評価


・景観形成基準への適合


・景観形成の目標、地域の景観づくりの実現に向けて、工夫している点や努力している点





景観法に基づく協議の終了（行為の着手制限の解除）





実際の建築活動等を始めることができます（行為の着手）





<原則として30日以内>





市民、事業者（設計者、工事事業者等）のみなさん





事前相談（任意）





≪行政 ⇒ 市民のみなさんへの説明≫


・坂井市の都市づくりの考え方（主に都市ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ）


・景観づくりの理念・目標（主に景観基本計画）


・計画地の景観特性、具体的なルール（主に景観計画）


・活用可能な助成制度（修景や緑化に対する補助制度など）








※事前協議では、良好な景観形成に向けた意識を啓発、景観づくりに関心のある市民の発掘、景観法に基づく届出手続きへの理解促進を図ります。





・大規模建築物等のほか、特定景観計画区域（湊町地区、城周辺地区）における一定の要件に当てはまる建築活動等は、景観法に基づく届出を行う必要があります。





≪市民 ⇒ 行政≫


・開発や建築、広告物の設置をしようとする場所、用途や規模、時期など








（景観法の委任条例）





<できる限り早い段階で>








変更命令





助言・指導





罰則


（法第102条）


30万円以下


の罰金





罰則


（法第101条）


50万円以下


の罰金





勧　　告





良好な景観形成のために�設計の変更等の�必要があると�認める場合





変更の届出





※事前に坂井市景観委員会の意見を聴く





届出義務違反の場合








